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Rohon -Beard ニューロンにおいて Gal4 を発現することが報告されている SAGFF36B
系統 (Asakawa et a l.， 2008) と本研究で作製した UAS:ChRWR-EGFP 系統 (Umeda et 
a l.， 2012) を交配し、このニューロンに ChRWR-EGFP を発現する個体を作製した。
トランスジェニック肢の刺激位置による応答の違いを検証するため、 Rohon-Beard ニュ
ーロンが知覚受容を担う胴体部へ光刺激を行った。ゼブラフィッシュ幼生の体節 4 ・ 8 番、









個体胴体部への領域刺激の結果、屈曲角は前から順に 82.15 士 2.95 0 ， 66.67 士
2.890 ， 54 .4 4 ::t 2.94 0 と前部ほど大きな屈曲、後部ほど小さな屈曲を計測した。また、屈
曲速度は前から順に 2.62 ::t0.090 ， 2.26 土 0.06 0 ,2.00 ::t 0.11 0 /ms となり前部ほど速く、後
部ほど遅い屈曲運動が起きることが明らかになった。また逃避反応は単一の知覚ニューロ
ンの細胞刺激によって引き起こすことが可能であり、その際の屈曲角は前から順に 76.80




本研究で作製した SAGFF36B;UAS: ChRWR-EG FP 脹は Rohon-Beard ニューロン以外に
も、逃避行動に特に重要な介在ニューロンとして知られる第 4(Mauthner) ・第 5(Mid2) ・
第 6(Mid3)後脳分節領域(以下 R4 ， R5 ， R6 領域とする)において ChRWR の発現が認められた。
そこで、これらの領域にそれぞれ光刺激を行い、屈曲角・速度を計測することで逃避行動
時における各ニューロンの役割を推測した。その結果、屈曲角は R4 領域 (Mauthner) 、 R5
領域 (Mid2) 、 R6 領域 (Mid3)でそれぞれ 6 1. 00 ::t 3.140 ,74 .44 ::t 2.94 0 ， 58.57 ::t 4.59 0 となり
R5 領域 (Mid2)への刺激が大きな屈曲を引き起こした。また、角速度はそれぞれ1.81 士































ルロドプシン 2 などの光感受性機能タンパク質を in vivo, in vitro の細胞に遺伝子導入し、細
胞機能を光で操作することにより、生体におけるその細胞の機能を解析する手法である。論文提
出者は、基礎論文において、チャネルロドフ。シン誘導体の一つチャネルロドプシン・ワイドレシ
ーバー (ChRWR) を UAS プロモーターの制御下に発現するトランスジェニックゼブラフイッシュを作
製し、川上浩一研究室(遺伝学研究所)において作製された Ga14 ラインと交配することにより、





として、特筆すべきものである。論文提出者の作製した UAS: :ChRWR ゼブラフィッシュは類似の研
究に広く活用されることが期待され、国内外の主要な研究室で使われ始めている。したがって，
梅田桂子提出の論文は，博士(生命科学)の博士論文として合格と認める。
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